
松
前

町
自

殺
対

策
推

進
計

画

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

20
19

年
3月

～～
誰誰

もも
自自

殺殺
にに
追追

いい
込込

まま
れれ

るる
ここ
とと
のの

なな
いい

生生
きき
るる
道道

をを
つつ
なな
ぐぐ
松松

前前
町町

～～



●
計

画
策

定
の

目
的

1
計

画
策

定
の
趣

旨
２

松
前

町
に
お
け
る
自

殺
の
現

状

自
殺

死
亡

率
の

推
移

（
人

口
10

万
対

）
●

計
画

策
定

の
目

的


自

殺
は

そ
の

多
く
が

追
い
込

ま
れ

た
末

の
死

で
す
。
自

殺
の

背
景

に
は

、
精

神
保

健
上

の
問

題
だ
け
で
な
く
、
過

労
、
生

活
困

窮
、
育

児
や

介
護

疲
れ

、
い
じ
め

や
孤

立
等

の
様

々
な
社

会
的

要
因

が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ

て
い
ま
す
。
自

殺
に

追
い
込

ま
れ

る
と
い
う
危

機
は
「
誰
で
も
起

こ
り
え
る
危

機
」
で
す
。

253035

自
殺

死
亡

率
の

推
移

（
人

口
10

万
対

）

追
い
込

ま
れ

る
と
い
う
危

機
は
「
誰
で
も
起

こ
り
え
る
危

機
」
で
す
。


自

殺
対

策
の

本
質

は
、
「
生

き
る
こ
と
の

支
援

」
に
あ
り
ま
す
。
町

民
の

皆
さ
ん
を

は
じ
め

、
保

健
・
医

療
・
福

祉
・
教

育
・
労

働
等

関
係

機
関

・
団

体
と
の

連
携

・
協

力
を
強

化
し
、
よ
り
効

果
的

・
総

合
的

な
自

殺
対

策
を
推

進
す
る
た
め

、
「
松

前
町

自
殺

対
策

推
進

計
画

」
を
策

定
し
ま
し
た
。

10152025

●
自

殺
対

策
の

基
本

理
念

と
基

本
認

識
H2

1
H2

2
H2

3
H2

4
H2

5
H2

6
H2

7
H2

8
H2

9

愛
媛

県
23

.2
21

.0
21

.5
20

.6
22

.6
20

.5
19

.3
18

.3
20

.3

05

【
基

本
理

念
】

誰
も
自

殺
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い

国
の
自

殺
死

亡
率

は
、
平

成
2
1
年

以
降

減
少

し
て
お
り
、
愛

媛
県

は
、
国

よ
り

松
前

町
6.
4

25
.5

12
.8

25
.8

29
.0

25
.7

16
.1

6.
5

22
.7

全
国

24
.4

23
.4

22
.9

21
.0

20
.7

19
.5

18
.5

16
.8

16
.4

愛
媛

県
松

前
町

全
国

●
計

画
の

期
間

誰
も
自

殺
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い

生
き
る
道

を
つ
な
ぐ
松

前
町

を
目

指
す

国
の
自

殺
死

亡
率

は
、
平

成
2
1
年

以
降

減
少

し
て
お
り
、
愛

媛
県

は
、
国

よ
り

高
い
状

況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
減

少
傾

向
で
す
。
松

前
町

も
、
上

下
し
な
が
ら
減

少
し
ま
し
た
が
、
平

成
2
9
年

は
増

加
し
ま
し
た
。

３
計

画
の
数

値
目

標
●

計
画

の
期

間
３

計
画

の
数

値
目

標

国
の
自

殺
総

合
対

策
大

綱
が
お
お
む
ね

５
年

を
目

途
に
見

直
し
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
本

計
画

の
推

進
期

間
は
、
２
０
１
９
年

か
ら

２
０
２
３
年

ま
で
の
５
年

間
と
し
ま
す
。

ま
た
、
国

の
政

策
と
連

動
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

の
動

向
や
社

会
情

勢
の
変

化
に
配

慮
し
、
必

要
に
応

じ
計

画
の
見

直
し
を
行

い
ま
す
。

29
年

７
月

に
閣

議
決

定
さ
れ

た
自

殺
総

合
対

策
大

綱
の

自
殺

総
合

対
策

の
平

成
基

本
方

針
を
受

け
て
、
松

前
町

は
以

下
の

と
お
り
と
し
ま
す
。

【自
殺

死
亡

率
を
2
0
％

減
ら
す
】

２
０
１
７
年

２
０
２
３
年

２
２

７
1
８

１
２
２
．
７

1
８
．
１

※
自

殺
死

亡
率

と
は

・
・
・
人

口
10

万
人

あ
た
り
の

、
年

間
自

殺
死

亡
者

数
。

20
17

年
に
お
い
て
松

前
町

の
人

口
が

10
万

人
と
し
た
場

合
、
自

殺
で
22

人
が

亡
く
な
る

こ
と
を
意

味
し
ま
す
。



４
５

国
が
全

て
の
自

治
体

で
実

施
さ
れ

る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ

た
５
つ
の
施

策
に

よ
り
効

果
的

な
自

殺
対

策
を
進

め
る
た
め
に

松
前

町
自

殺
特

徴
を
踏

ま
え

地
域

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化

国
が
全

て
の
自

治
体

で
、
実

施
さ
れ

る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ

た
５
つ
の
施

策
に

取
り
組

み
ま
す
。

よ
り
効

果
的

な
自

殺
対

策
を
進

め
る
た
め
に
、
松

前
町

の
自

殺
の
特

徴
を
踏

ま
え
、

３
つ
の
施

策
を
重

点
的

に
取

り
組

み
ま
す
。

施
策
１

自
殺

対
策

を
支

え
る

人
材

の
育

成

町
民

へ
の

啓
発

と
周

知

生
き

る
こ

と
の

促
進

要
因

へ
の

支
援

施
策
４

児
童

生
徒

の
S
O
S
の

出
し

方
に

関
す

る
教

育
児

童
生

徒
の

S
O
S
の

出
し

方
に

関
す

る
教

育

施
策
５

あ
松

前
町

で
は
、
心

の
悩

み
や
不

安
を
相

談
で
き
る
窓

口
が
あ
り
、
心

の
悩

み
を

あ
松

前
町

で
は
、
心

の
悩

み
や
不

安
を
相

談
で
き
る
窓

口
が
あ
り
、
心

の
悩

み
を

抱
え
て
い
る
方

や
ご
家

族
の
方

な
ど
か
ら
の
ご
相

談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

あ
ま
た
月

１
回

「専
門

員
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相

談
」も

実
施

し
て
い
ま
す
。

※
相

談
は
無

料
で
、
秘

密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

基
本

基
本

基
本

施
策

基
本

３

松
前

町
の
自

殺
対

策
に
お
け
る
取

組
【
重

点
施

策
】

重
点
施
策
１
：
高
齢
者
対
策

重
点
施
策
２
：
生
活
困
窮
者
対
策

重
点
施
策
３
：
無
職
者
・
失
業
者
対
策

•
健

康
、
医

療
、
介

護
、
生

活
な
ど
に
関

す
る
様

々
な
関

係
機

関
や

団
体

な
ど
の

連
携

を
推

進
し
、
包

括
的

な
支

援
体

制
を
整

備

•
地

域
に
お
け
る
要

介
護

者
に
対

す
る
支

援

•
高

齢
者

の
健

康
不

安
に
対

す
る
支

援

•
社

会
参

加
の

強
化

と
孤

独
・
孤

立
の

予
防

•
多

分
野

多
機

能
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

と
そ
れ
に
基

づ
く
相

談
支

援

•
生

活
に
困

っ
て
い
る
人

へ
の

個
別

支
援

。
生

活
保

護
に
関

す
る
相

談
/生

活
困

窮
者

相
談

支
援

/無
料

法
律

相
談

/心
配

ご
と
相

談
/よ

ろ
ず

相
談

カ
フ
ェ
等

の
各

種
相

談
が

あ
り
ま
す
。

•
失

業
者

等
に
対

す
る
相

談
窓

口
等

の
充

実

•
職

業
的

自
立

へ
向

け
た
若

者
へ

の
支

援
の

充
実

•
無

職
者

・
失

業
者

の
居

場
所

づ
く
り
等

の
推

進

基
本

施
策
２

【
基

本
施

策
】

自
殺

の
現

状
を
共

有
化

し
対

策
を
地

域
全

体
で
推

進
す
る
た
め

自
殺

対
策

•
、

、
に
取

り
組

む
団

体
や

、
庁

内
関

係
部

署
と
の

会
議

を
通

し
た
情

報
共

有
や

連
携

強
化

•自
殺

の
防

止
に
向

け
、
職

員
や

民
生

委
員

を
始

め
と
す
る
地

域
の

支
援

者
や

町
民

が
、
身

近
な
見

守
り
役

と
な
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
」
の

養
成

講
座

を
開

催
し
、
人

材
育

成
を
推

進

•相
談

窓
口

等
の

普
及

啓
発

の
推

進
と
、
早

い
段

階
で
専

門
機

関
に
つ
な
げ

て
い
く
体

制
の

整
備

•地
域

に
あ
る
居

場
所

活
動

等
に
つ
い
て
把

握
し
、
民

間
団

体
と
も
連

携
し
な
が

ら
、
居

場
所

づ
く
り
や

生
き
が

い
づ
く
り
の

活
動

を
支

援

自
殺

未
遂

者
の

継
続

的
な
医

療
支

援
や

相
談

機
関

つ
な
ぐ
た
め

の
ネ

ト
•

へ
ッ

ワ
ー
ク
の

構
築

•遺
族

へ
の

支
援

と
し
て
、
気

持
ち
の

分
か

ち
合

い
の

場
や

専
門

相
談

員
に
よ
る

電
話

相
談

な
ど
の

情
報

提
供

•児
童

生
徒

が
命

の
大

切
さ
を
実

感
で
き
る
教

育
、
生

活
上

の
困

難
・
ス
ト
レ
ス

に
直

面
し
た
時

の
対

処
方

法
や

SO
Sの

出
し
方

を
学

ぶ
た
め
の

教
育

の
推

進

•保
護

者
に
対

し
て
家

庭
で
の

見
守

り
を
推

進
し
、
学

校
・
家

庭
が

連
携

し
て
児

童
生

徒
を
支

援
す
る
体

制
を
強

化

松
前

町
の
自

殺
対

策
に
お
け
る
取

組



６
松

前
町

の
自

殺
対

策
推

進
体

系

○
地

域
自

殺
対

策
推

進
セ

ン
タ

ー
（

心
と

体
の

健
康

セ
ン

タ
ー

・
中

予
保

健
所

）

○
愛

媛
県

健
康

増
進

課
○

愛
媛

県
健

康
増

進
課

国
（

自
殺

対
策

推
進

セ
ン

タ
ー

）

7
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
・
・
・

【
キ

チ
フ
レ

ズ
】

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
は

、
悩

ん
で
い
る
人

に
気

づ
き
、
声

を
か

け
、

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
】

あ
な
た
も
誰

か
の

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー

ゲ
キ

、
悩

る
人

気
き
、
声

を
け
、

話
を
聞

き
、
必

要
な
支

援
に
つ
な
げ
、
見

守
る
人

で
す
。

傾
聴

声
か

け
見

守
り

気
づ
き

つ
な
ぎ

【ゲ
ー
トキ

ー
パ
ー
養

成
講

座
】

自
殺

の
危

険
性

が
高

い
人

の
早

期
発

見
、
早

期
対

応
を
図

る
た
め
、
自

殺
に
関

す
る
正

し
い
知

識
を
普

及
し
、
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
し
て
の
人

材
等

を
養

成
・
育

成
す
る
研

修
す

出
前

講
座

と
し

様
な
場

所
出

向
き
開

催
し
ま
す

松
前

町
自

殺
対

策
推

進
計

画
概

要
版

2
01
9 年

３
月

す
る
研

修
で
す
。
出

前
講

座
と
し
て
、
様
々
な
場

所
に
出

向
き
開

催
し
ま
す
。

2
01
9 年

３
月
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